
1	

オープニング
山川宏

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



加速するAI	

2	第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



3	

コンピューティングの指数関数的成長	
　20世紀から21世紀をつうじて	

レイ・カーツワイル，シンギュラリティは近い, 2016 
第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



今後のAGI開発で課題となる部分はどこか	

記号/言語能力が前提	

既存AIで
実現済み	

深層学習
の発展で
数年で実
現しそう	

革新脳の成果に期待	

ヒト	類人猿	齧歯類	

認
知

機
能
	

既
存
AI

で
未

実
現
	

まだまだ	
目処が	

たたない	

神経科学知見が豊富	

モラル	

権利/
義務	

創造性	

直観	

心の理論	
注意	

スキル	

プログラ
ミング	

情動	

四則演算	

論理推論	高度なパ
タン認識	

計画	
大人のAI： 

実現されていた 
子供のAi： 
深層学習で 

目処がたってきた 

壁の向こう側 

言
語
意
味
理
解
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言語意味理解を要しない特化型AIは学習できつつある	
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深層学習発展の影響	

全脳アーキテクチャ・
アプローチ	

脳に学ぶ 

 
Nengo  

(2015〜) 

記号創発	
ロボティクス	
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世界のAGI開発組織マップ	

工学的実現 

新皮質 
中心 脳全体 

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



深層学習発展の影響	

全脳アーキテクチャ・
アプローチ	

脳に学ぶ 

 
Nengo  

(2015〜) 

記号創発	
ロボティクス	

• Demis	Hassabis氏	

•  脳はAGI研究が正しい方
向に進んでいることを検
証に役立つ．	
•  神経科学の進展は著し
く今後ヒントを得られる
こともあるだろう．	 Jürgen	Schmidhuber氏	

	
20世紀中は，脳に参考に
することは役だったが，現
在は工学的に発展している．	
もはや脳に学ぶ必要は感
じられない．	
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世界のAGI開発組織マップ	

工学的実現 

新皮質 
中心 脳全体 

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



NPO法人 全脳アーキテクチャ・イニシアティブ	
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ビジョン： 	
　人類と調和した人工知能のある世界	

ミッション:	
　WBAアプローチから，人間のような汎用
人工知能の創造を目指す研究開発を推進	

全脳アーキテクチャ(WBA)・アプローチ： 	
　脳全体のアーキテクチャに学び 

人間のような汎用人工知能を創る(工学) 	

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



汎用人工知能 (AGI:	Ar=ficial	General	Intelligence)とは	

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	

専門性を学習する	専門性を設計する	

現在の特化型AI 
 

n 個別の領域において
知的に振る舞う 

n 既に人以上の能力が
数多く実用化されて
いる．　例えば 
n コンピュータ将棋/チェス	

n Googleカー(自動運転) 
n 医療診断 

目指す汎用人工知能（AGI) 
（強いAIではない） 

 

n 多様で多角的な問題解
決能力を自ら獲得する 
n 設計時の想定を超えた新し

い問題を解決できる． 
n 自己理解／自律性 

n AI創世記からの夢であり
つつ，実現の困難さから
取り組みは少なかった． 
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全脳アーキテクチャアプローチ	

脳全体のアーキテクチャに学び 

人間のような汎用人工知能を創る(工学) 

基本方針： 可能なかぎり粗いモデル化からはじめ，必要に応じて段階的に詳細化	
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全脳アーキテクチャの中心仮説	

脳はそれぞれよく定義しうる(アルゴリズムに

書き下しうる)機能を持つ(一部未知を含む)機械学

習器が一定のやり方で組み合わされる事で機能を

実現しており， 

それを真似て人工的に構成された出来る限り高

い粒度での(抽象度の高い)機械学習器を組み合わ

せる事で人間並みかそれ以上の能力を持つ汎用の

知能機械を構築可能である． 

（補足： 学習を行わない情報処理も脳を真似て

適宜組み合わせるものとする） 
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人間のような知能をつくるためのWBAアプローチ	

これまで難しかったが，近年可能になった．	

　全脳アーキテクチャ 

＝ 機械学習 ＋ 認知アーキテクチャ 
	

壁となっていた新皮質の
モデルとして深層学習の
研究が最近進んだ	

脳科学の進展で見えつつ
ある脳全体の結合様式（コ
ネクトーム）を参考にできる	

 AGIを脳に学ぶのは理にかなっている	
l 現存する汎用知能は脳だけ	
l 人間との親和性が高いAGIをつくりうる	
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全脳アーキテクチャーの発展	

•  第０期： 2013年夏～2013年11月 	
一杉，松尾，山川で議論→勉強会	

•  第１期： 2013年12月～2014年8月 	
勉強会の拡大期→ 若手の会結成	

•  第２期： 2014年9月～2015年8月 	
体制構築期　→	NPO法人WBAI創設	

•  第３期： 2015年9月～2016年3月 	
萌芽的開発期 →	学習環境シミュレーション／WBAの

原型モデル／コネクトームの活用	

•  第4期： 2016年4月～ 	
これからの加速期 → シンポジウム（本日） 	
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LIS 
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シンポジウム運営スタッフ	

	

    プログラム委員長 	山川宏	

    実行委員長　　　　 	生島高裕	

    会場担当　　　　　 	川村正春，上野聡	

    広報担当　　　　　 	坂井美帆	

    渉外担当　　　　　 	坂井美帆	

    撮影担当　　　　　 	門前一馬	

    ポスター制作　　　 	門前一馬	
　　ニコ生中継　　　　 	清水俊博，荒木真一	
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シンポジウムイメージイラスト： 劇場版「アクセル・ワールド INFINIT∞BURST」より	

加速するAI 
加速する世界 

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	
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シンポジウムイメージイラスト： 劇場版「アクセル・ワールド INFINIT∞BURST」より	

1000倍に 
加速した世界 

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



NPO法人 全脳アーキテクチャ・イニシアティブ	
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ビジョン： 	
　人類と調和した人工知能のある世界	

ミッション:	
　WBAアプローチから，人間のような汎用
人工知能の創造を目指す研究開発を推進	

全脳アーキテクチャ(WBA)・アプローチ： 	
　脳全体のアーキテクチャに学び 

人間のような汎用人工知能を創る(工学) 	

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



NPO法人WBAIの事業概要 (※年次報告書を6月に公開予定)	

年間予算規模： 650万円程度 	
	(主な収入源は賛助会員会費)		

事務局 
	

	

• 総会等の集会	
• 財務，経理	
• 戦略のとりまとめ	

広報事業 
	
• インターネット広報	
• 賛助会員リレーション	
• ボランティリレーション	

人材育成事業	

	
• イベント開催	

• WBA勉強会，ハッカソン	
• 教材作成	
• 專門勉強会	

研究促進事業 
	

促進型研究開発 
	

• 神経科学への接地	
• 統合プラットフォーム	

• BriCA言語，BriCAコア	
• AGI評価	
• 学習環境構築	

個別研究の支援 
	

• 若手研究者の支援	
• メンター，財政支援	

• 既存研究者との連携	

兼任職員2名	

主にボラン
ティア	

主にボラン
ティア	

ドワンゴAI，
理研らと共同	
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シンポジウムの全体像	
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「加速する人工知能と社会の行方」	
栗原聡	

「大脳皮質ベイ
ジアンネットモ
デルの実用化

に向けて」	
一杉裕志	

「AGIに向けた
情報学的認

知機構」	
市瀬龍太郎	

「AGIの学習環境
シミュレータ」 	

中村政義	

「脳に寄り添って
汎用人工知能を

目指す」	
山川宏	

「人らしい感情を
生み出す脳アー

キテクチャ」	
大森隆司	

「全脳アーキティ
クチャのオープ
ンプラットフォー

ム戦略」	
高橋恒一	

「

討
論
：
加
速

世
界

W
BAI

戦
略 」

	

技
術
動
向	

促
進
型
研
究
開
発	

個
別
研
究
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ビジョン： 	
　人類と調和した人工知能のある世界	

ミッション:	
　WBAアプローチから，人間のような汎用
人工知能の創造を目指す研究開発を推進	

全脳アーキテクチャ(WBA)・アプローチ： 	
　脳全体のアーキテクチャに学び 

人間のような汎用人工知能を創る(工学) 	
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ビジョン： 	
　人類と調和した人工知能のある世界	

ミッション:	
　WBAアプローチから，人間のような汎用
人工知能の創造を目指す研究開発を推進	

全脳アーキテクチャ(WBA)・アプローチ： 	
　脳全体のアーキテクチャに学び 

人間のような汎用人工知能を創る(工学) 	

加速する世界の中で	
公益団体であるWBAIの	

戦略を再考する	

第一回全脳アーキテクチャ・シンポジウム	



それでは，ご講演に移らせていただきます	
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